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［研究の目的］
視運動性眼振は、主に一定方向への定達文は定加速度視刺激に対する反応として検討され、生理的
に近い振子様視運動刺激に対する反応として検討された研究は少ない。本研究では、まずこの様な刺
激に対応する振子様祝運動性限振の性状を明らかにし、次いで、この振子様視運動性眼振の発采に視
野や迷路刺激がどのように作用するか検討した。
［対象及び方法］
1．振子様視刺激装置と視運動性眼坂の分析法
対象は、難聴、めまい、耳境の既往なく、神経耳科検査ならび神経眼科的検査に異常を認めない健
常者計10名（20～39歳、男性8名、女性2名）である。振子様視刺激装置としては、Jung型視運動刺
激装置（線条幅40、線条間隔260）を用い、最大角速度120ソsec、周波数0．1Hz、振幅382．7。の視
刺激を加えた。刺激は、常に被験者からみて、右方向から始まり、刺激持続は、5周期50秒とした。
被験者は椅子に座らせ、頭部を垂直位に保ち、かつ視刺激投影器直下に固定し、線条を1本ずつ数え
るつもりで見るように指示した。視運動性眼振は、眼振電計により、その水平成分（時定数：∞
0．03）と線条速度を同時に記録し、眼振緩徐相速度、眼位を求めた。線条速度に対する当該眼振緩徐
相速度の比はoutput rateとし、分析は、祝刺激速度を加速相60－90。／bec、加速相90，1200／sec、減速
相120－900／sec、減速相90－600／SeCの4つの視刺激区域に分け行った。
2．視野の影響実験
対象は、健常者16名（19－40歳、男性13名、女性3名）である。網膜電位図用コンタクトレンズを改
変した視野分離用コンタクトレンズにより、中心視野、周辺視野、左右同名半盲の人工的視野分離を
作成した。視刺激条件及び分析は1と同様である。
3．迷路刺激同時負荷実験
対象は、健常者15名（19－40歳、男性12名、女性3名）である。迷路刺激は、被験者を固定した椅子
を、20／sec2と80／sec2の等角加速度で回転することで与えた。刺激時間は、2ソsec2では5周期50秒間、
80／sec2では2周期20秒間とした。　この際、視刺激用プロジェクターは、回転椅子の中心部に固定し、
視刺激は迷路刺激と同時にかつ独立して与えた。視刺激条件は1と同様であるが、分析は迷路刺激の
効果が最大となる最終周期後半で行った。
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［結　果］
1．振子様視運動性眼振
a：視刺激速度が同じ場合は刺激の加速相の方が減速相より眼板の解発が良好であった。
b：眼振振塗野は視運動刺激の加速相では、眼振の急速相にあったが、減速相では眼振の緩徐相に移
動した。
2．視野の影響
a：中心視野性眼振、周辺視野性眼振の視刺激区域別眼振出現傾向は視野正常例のそれと同様であっ
たが、後者の眼振解発度は少なかった。
b：背中心寓性眼振は、加速相で解発が良好であったが、減速相では不良であった。向中心寓性眼振
は、加速相では解発がやや不良であったが、減速相での解発抑制も少なかった。
C：眼振振塗野は、加速相60－900／secでは、急速相側にあったが、加速相90－1200／secの早い速度で
は緩徐相側に移動し、減速相では緩徐相にあった。
3．迷路刺激の影響
a：振子様視運動性眼振は、頭部に加速度回転刺激を同時に加えると、頭部回転と視刺激が反対方向
の場合促進され、両者の方向が一致する際は、抑制された。
b：頭部角加速度が20／sec2の場合、促進作用は、抑制作用より大きかった。8。／sec2の場合は抑制作
用が促進作用を上回った。この作用は振子様視運動性脹振の視刺激区域別にみると視機能が十分で
ない区域で最も作用し、良好な区域での作用は少なかった。
C：眼振振造野は頭部角加速度が20／sec2、8ソsec2の場合とも頭部回転と視刺激が反対方向の場合の
視運動性眼振の急速相側への偏位は、両刺激が同方向の場合の祝運動性眼振の緩徐相側偏位より大
きかった。
［考　察］
迷路は一般に加速度に対して反応するが、視器は速度に反応し生じた視運動性眼振は、外界の移動
する対象を網膜上に同定して明視を遂行している。しかし、振子様視運動性限擬に関する本研究では、
視器の反応態度も外界の対象の移動速度でなく、加速度にも強く影響を受けることをはじめて見出し
た。この機構は中心喬を中心に存在し視刺激加速相では、新しく視野に入った対象をまず中心寓で捉
えることのできる背中心寓性眼振が、祝刺激減速相では、向中心寓性刺激が視運動性限振の出現を主
として支えているのではないかと考える。人の日常生活で振子様視運動刺激は主として頭部の回転で
生ずるから迷路刺激と切りはなして考えることは出来ない。振子様視運動性眼振に一定の迷路刺激を
加えると、視運動性眼振の抑制作用より促進作用がとくに視刺激の減速相であらわれる。視運動性眼
振の解発は迷路より要領よく助けられ園視を遂行している。
［結　論］
振子様視運動性眼振の解発は外界の対象の移動加速度により抑制を受けるが、同時に加わる迷路刺
激はこの抑制を補完し固視を遂行させている。
学位論文審査の結果の要旨
視運動性限振は、従来、定速度視刺激や定加速度刺激に対する反応を中心に検討されてきたが、本
研究では、ヒトが日常多く経験する振子様視運動刺激すなわち、加速度が正弦波状に変化する視刺激
に対する視運動性眼振の性状が検討された。この目的のために、網膜電位図用のコンタクトレンズを
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改変し、中心時点、視野狭窄・同名半盲の視野障害モデルを作成し、また、頭部に定加速度周転を加
えながら同時に振子様視運動刺激を加えることのできる装直を商い滝など各種の条件で実験を行った。
実験は正常被験者を用い、Jung型視運動刺激装置により視刺激を与えて限振電図を誘導七、0叫put
rate（眼振緩徐相速度／祝刺激速度）や眼振振塗野を求めた。
本研究により次の点が明らかにされた。
1）眼振振塗野は視機能が良好な場合は急速相に偏するが、不良になると緩徐相に移動した。振子様
視運動性眼振は視刺激速度が同じ場合、刺激の加速相の方が減速相より眼振解発が良好であった。
このことは、視覚系が速度のみならず加速度からも醜く影響を受けることを示している。
2）中心時点モデルと比較して視野狭窄モデルの方が眼振解発が良好であった。このことは、COrtical
nystagmusの発采に、中心寓の存在が重要であることを示している。
3）同名半盲モデルにおいては、向中心寓性眼振では、視刺激の加速減速による差を認めなかった。
一方、背中心窟性眼振では、視野正常モデルで見られた加速相優位が増大した。このことから、振
子様祝運動性眼振の加速相では背中心寓性刺激が優位で、減速相では向中心窟性刺激が優位に作用
すると考えられる。
4）迷路は振子様視運動性眼振に対し、促進と抑制の作用を示した。すなわち、頭部回転と視運動刺
激が反対方向では促進的に、同方向では抑制的に作用した。また、小さな頭部角加速度（2度／秒2）
では促進作用が抑制作用より大きく、大きな頭部加速度（8度／秒2）では抑制作用が促進作用より大
きかった。これらの作用の割合は視機能の不良な場合ほど著明であることが分かった。
以上、本研究では、ヒトが一般に経験する振子様視運動性眼振の発采を視野分離装置を用いて解明
するとともに、眼前の移動する事物を網膜上に固定し明視を助ける振子様祝運動性眼振に対する迷路
の生理的役割を明らかにしたもので、博士（医学）の学位に値するものと評価された。
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